
阿蘇に於ける鉛直地電位傾度日愛化の所謂残差に就て

理事士南葉

1.緒 言Z
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宗 利

前報Siこ於いて筆者は火山研究所構内に於ける普通方式の鉛直地電位傾度の日慶化には

水卒地電位傾度聖堂、化に無関係な所詰残差が相官に顕著な量で現はれる事ぞ連ベナこじついで

更にその原因のーっと見らるる地表而渦度の影響ぞ論じに。附究所構内での鉛直地電位傾

度後化測定装置は直何 2米深e!20米の~井戸を加わ，井戸の底と地表近くに電極を埋設す

る。従って雨電磁自身のi阻度莞の影響も考慮せねばならないし局部的地電流の影響も相常

じあると思lまねばならない 一方，中岳の火口群は別に記す如くかなり深い絡谷であるし

叉栃木賂谷も深い谷端である。依って此二者にも鉛直地電位傾度後化測定装置を設置しずこ。

此結果と研究所構内で得ナこ所謂残業と比較したら面白し、聞係のある事を瑳見しずこので本報

告ぞ提出したのであるυ

2.中岳火口内鉛直地電位傾度饗化計の模様

阿蘇中吊火口群は略 1000mX350 m の谷地肢をEdlし，此深i降の底部に北方から南に呼

上けて第一.二，三， VIJ及第五の火口が略 ーダリに抗んでゐる』此附近は山火口のため不毛

の砂地である』最北にある第一火日の西側の火口内壁は約70米の断慌をなしてゐるυ 鉛直

距離50米そ有する 1:下二県ーに1ti極を設置した(fJ緒参!日00~電側は 2 米以_I:深く埋める。

此電側は知雫ナーブル線に依って火口壁の中腹に設けてある横穴式の暗'~~二導かれる。 此

断穴は奥行 6 米幅 2m で，奥のtl三分は記録装置ぞ置く嬬の暗室とし，前tj:~分は準備室とし

て用ひ且つ噴火の際の避難用として使用した、コンクリート作りである。暗室内の孤度は

年間 63'-62'C であっすこ占漁気は始んど無い丸放に装置各部の leakageの心配は全く無

かつfこυi胤度が少々高すぎに事と火山瓦斯のために起る故障の考慮が必要で、あっすこ)之が

すこめにご欠の諸制i~二 iU立与を~j)Jlつに」

(1) 鉛直地電位{頃度に及ぼすJ血表温度及ひ'降水の影響，本誌規事 3~会第 3 披， 227頁。
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( 1 ) 電流計はこの目的のために allsealed typeのものを製作しにJ

(2) 抵出白も硬質磁器で作り， all sealed type とし?こ。 terminals も金属部の露出を

防い亡。

(3) 電流計，抵抗箱，時計等は皆二重箱に入れ旦つ防漁舟lですき間在つめ7こ。

(4 )暗室の内壁は防操セメント塗装を入念にして滋気及び瓦斯の侵入そ防b、古。出入

口からの瓦斯の侵入に針しては前諸項の考案を以て磨、じたので‘ある。

(5) 室内温度は横穴起工前の旗想よりは蝕程高きに過ぎたので‘あるが費用の閥係上改

1'1~H'..3k なかっナニυ 高i毘皮のための故障としては光源用ランプのソクツト及導線の

損傷が主なものであったが，結局針策出来て後には故障が殆んど無かった。夏季

に針しては室内の高地度は相賞苦難で、はあったが冬期にあっては全く有難い事で

あつにU 火口縁では -23'C になった事さへあって仕事は全く手につかぬ有様で

あっfこが，横穴じたどり着けさへすれtf暖房に謝する手配全く不用で安心して泊

り込みで諸観測が港行l:P.*すこ。此貼での利盆は前の困難と相演されてH 、と思ふ。

(6 ) ポテンシ才メーター装置の部分は導線との接合貼の考肢のみで政障とでは何一つ

無かっすこ。

(7) 遠距離式自記寒暖計を設備して地中im度を記録ーし亡、2米以下では全く不襲であ

つ仁、

ー.1.) 

依って野i荷教授の要求により目下は 20糎の深3のI限度そ記録せしめてゐ

(8) 火山揮の落 r;に封しでは此慌穴で充分心配無くゃれにが，火山灰を混じた火山密

雲に襲はれすこ(火山雷与を伴ふてゐTこ〉時は呼吸の困難を伴ひ少々参った事が観測を

はじめて以来唯一回あったのみでd，った。

(9 ) 観測装置で故障の最も起り易い部分は何と云っても雨電柑閣の導線であったL 最

初は地下クープルにしてゐたか，豪雨の際や霜解け， 雲解けの際に崖崩を起して

錦に導線を切断されることがある、その切断筒所の笹見修理に手数ぞ要するので

後には架空線にした」架空線では投身者のため切断され大事が薮回あつ7こ。蓋し

絶好の断院である事が此被害の原因でめったかも知れぬ。クープルは全面にピッ

チ守1会千IIし竹管で掩ひ火山瓦斯と機械的の故障を|防止したυ

要するに阿蘇火口内に於ける不測の災iだは，噴火の際の噴行及び噴出瓦斯に依るものと冬

(239 ) 



第 1 岡 研究所椛内に於ける地電位傾度目礎化

阿蘇に於ける鉛宜地電位傾度目嬰化の所謂残差に就て
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期の厳寒に依るものが主な

るものであるゃうである。

渦度の高過ぎたと思うすこ横

穴も冬期に於ては全く有り

難ししかも弱電流につき

ものの leakageの心配のな

かつにのは最も有り難い事

であっ七G

3.栃木諮谷での鉛直

地電位傾度計の模様

阿蘇斉火口原の南半(南

郷谷と云，..;、〕の水を集めて

白川は鮎;亙瀧に至って深く

浸蝕谷沿作る。直下100mの

絶壁を有L，幅 150m 長

さ10粁に及ぶ。所調栃木戸

下銘谷と呼ばれてゐるもの

これである。 f谷?i.は全而草

木股蒼と生茂り阿蘇唯一の

原始林と云はれてゐる。谷

の西側は海抜約 900m に

近い外輪山が扉!えの如く迫

ってゐて朝は日射}'Jく夕刻

は平く日足がかける。此断

!告の 50mを鉛直距離とす

るこ電極在栃木瀧泉のコン

クリート製半地下主に導き



阿蘇に於ける鉛在地電位f頃度目費イヒの所fil1残差に就て

鉛直地電1立i頃度挫化えと自記せしめた。

4.火山研究所構内に於けお鉛直地電位傾度計の模様

海抜567.7米の固い l壬が烏帽子岳の熔岩墓地の上に全山稚草に掩はれて弧立してゐる。山

頂に約 40mX40m の蹴筋コシクリート建の火山研究所本館が約3米位の深さに基礎ぞお

いてゐる。此近くに直径 2米深さ20米の空井戸在掘ったL 全く小石ーツ1:1:¥なかった。ロー

ム唐であるυ 此室井戸の底に更に 2 米の深さにドの電傾~埋め，空升二戸の上縁から 2 米以

上離ねて 2米の深さに他の電極を埋めた。安井戸は三ツあるが本報告には V3 と呼ぶ空井

戸についての結果を述べることとしに

5.観測結果の記述

C1J 阿蘇火口内に於け

る鉛直地電位傾度目境化 v

_I:下雨電極聞の抵抗は七月

末で 250才一ムあっfこ。直

列抵抗 70000オームの中か

ら160オーム Ij:取る」昭和

14年8月中の14日間の鉛直

地電位傾度の卒均日鐙化ぞ

第 2固に示しに

C2J栃木銘谷に於ける

鉛直地電位{頃度日経f七

_U"雨電傾聞の抵抗 300オ

ーム。直列抵抗 30000オー

ムの中から 100才一ム在取

つにυ 昭和l-!'F 8月のfか
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阿蘇に於ける鉛直地電位傾度目型軽化の所謂残差に就て

(3) 研究所構内に於りる鉛直地電位傾度目礎化t

上下雨電磁聞の抵抗は 200才一ム。 9000才一ムの直列抵抗の中 600オームぞ取った。昭和

14年 8月中の11日閣の水平及鉛直の各分値の卒均目盛化を第 1固に示しに。此期間中鉛直

地電位[頃度の愛化が Upの時は水卒地電位で、は W及 Sに費じ Downの時は E及 Nに

費じた。此事賓から前報宰と同様に慮理して所調残差矧:出してみたc 別表に示したのは

これである。此残差ぞ火口及栃木のものと併記してみると第 2園下端の如くなるのであ

る。此三者ぞ比較してみると突の諸黙に気附く。

平均水平地電位傾度目釘 じ1939Au耳 11c!ays) の表
平均鉛直t也電位傾度目箆化(火口，栃木，所内)

~I Ew若手i了 mv i叫 iVNS 100川 ~S i I EW:NSII勺P 十-v'火吋吋盗罪
0時 0.06 -0.03 -0.03 -0.02 1.5 -0.03 0.0¥ -0.06 0.04 -2.2 
1時 0.01 -0.04 0.03 -0.08 0.4 0.03 -0.11 -0.05 0.01 -2.5 
2時 0.05 -0.05 0.0 -，0.08 。 0.0 -0.08 一0.07-0.04 -2.8 
E時 0.06 -0.06 0.0 -0.08 。 0.0 -0.08 -0.06 -0.04 -2.1 
4時 0.06 -0.07 0.01 -0.07 0.1 0.01 -0.08 -0.07 -0.09 -3.3 
5時 0.06 -0.10 0.04 -0.03 0.4 0.04 -0.13 -0.09 -0.11 -3.8 

6時 0.09 -0.12 0.03 -0.12 0.3 0.03 -0.15 -0.08 -0.13 -2.7 
7時 0.0 -0.13 0.13 -0.08 1.6 0.12 -0.20 -0.07 -0.16 -8.2 
8時 -0.01 -0.11 0.12 -0.05 2.4 0.11 -0.16 -0.06 -0.19 -2.1 
9時 -0.01 -0.07 0.08 -0.01 8.0 0.07 -0.08 -0.01 -0.18 -0.1 
10時 -0.08 -0.03 0.06 0.0 一 0.05 一0.08 0.03 -0.18 1.3 
11時 一0.05 0.03 0.02 -0.02 1.0 0.02 -0.04 0.06 -0.12 1.9 

12時 一0.04 0.07 -0.03 -0.02 1.5 -0.08 0.01 0.08 -0.06 2.6 
1::時 -0.03 0.10 -0.07 -0.11 0.6 -0.06 -0.05 0.09 0.02 3.2 
14時 -0.06 0.12 -0.06 -0.05 1.2 一0.05 0.0 0.11 0.06 2.7 
15時 -0.06 0.13 -0.07 0.02 3.5 -0.06 0.08 0.11 0.09 3.6 
16時 -0.11 0.11 0.0 0.09 。 0.0 0.09 0.12 0.16 2.0 
17時 -0.08 0.10 -0.02 0.13 0.2 -0.02 0.15 0.11 0.16 2.6 

18時 -0.06 0.08 -0.02 0.14 0.1 -0.02 0.16 0.04 0.15 1.7 
19時 -0.05 0.06 -0.01 0.14 0.1 -0.01 0.15 0.01 0.14 0.0 
20時 0.03 0.04 -0.07 0.13 0.5 -0.06 0.19 -0.01 0.14 -0.7 
21時 0.0 0.02 -0.02 0.11 0.2 -0.02 0.13 -0.04 0.13 -1.4 
22時 0.03 0.01 -0.04 0.11 0.4 一0.04 0.15 一0.05 0.11 -2.1 
23時 0.06 -0.01 -0.05 0.08 1.7 -0.05 0.08 -0.06 0.08 -2.3 

24時 0.06 -0.03 -0.03 -0.02 1.5 -0.03 0.01 -0.06 0.04 -2.2 

八月中 Mean 1.1 八月中 i¥月ブLMean 
十一卒日均間の 十四日 月の交23."5C 

間平均一台一日 八月中
閑平均十一日

分間平均
*.2J5-
と同

日)

(A] 三者共に略同形であるc

(B] 研究所構内の地電位傾度後化(3)に於いては 5時及 1011キ頃に少々異;伏があるがそ

の外は栃木のもの (2)と殆んE一致する。

(2 ) 前向。

(242 ) 



阿蘇に於け る鉛正(t也也位傾度目撃量化の所制浅差に此 c

(C) 火口のもの(1)は(2)及び (3)の約学分の値である。

(D) Down M:大の起 る i1~j弓IJは ( 1 ) 11土 も早く(;)) (2)の}liHになる。

(E) Up段大となる時刻は (1)俵も早く (2)(3)の順になる。

之等の観測事賓を如何に解轄すべ、きものであらうか。三た節に於U、て私見を述べよう。

6.観測結果に封ずる考察

火山形f究所での室井戸に於て得?こ鉛直地電位傾度目愛化 (簡軍の仁めに升二戸式鉛直地電

位の日盤、化と呼ぶ〉 に於ける残差が絡谷の断崖ぞ利用して得に鉛直I也電位傾度日境化(簡

盟のfこめに諮谷式地電位の日縫化と呼ぶ〉 に極めてよく似てゐると云ふ結果は何を意味す

るものであらうか。 筆者の考ふる所に依ると井戸式鉛直地電位聖堂化には水21~地電イ}'(.礎化 と

相開閉係にある鉛直分値(略して限定鉛直地屯位と呼ぶ〉が強 く現はれ絡谷式地電位綾化に

は惟定鉛直地fIl1，'(.凌化の影響の 現lまれ方か弱いにめであると見るのが 至嘗ではあるまし・

か。此日製:化の場合も同様であると忠はれる。依って今{院りに此残差是固有鉛直地電位傾

度の日後化であると見なすこ とが出来るものとすると，井戸式鉛直地電位の盤化には一般

には雨竜傾聞の距離短かい錦に国有鉛直地電位費化に影響ぞ及ゆす推定鉛直地電位愛化の

割合が大きく現はれ，絡谷式鉛直I也電位礎化に於U、ては耐電磁聞の距離大きく従って推定

鉛直電位礎化が弱 く影押しすこものが現はれると解せられるやうである。筆者は此論旨与を進

めるに最も必要な都千子式鉛直地電位裂:化に加ふべき修正値を観測する装置を有してゐない

のは最も残念とする次第であるが，ヲ:の諸貼に依って補ひうると思ふのである。

( i ) 第三国に示 した如く錨谷式地電位傾度記録に於h、て井戸式の目盛化残差に現はれ

てゐる)~時及10頃の異賦ぞ見ることが出来る。
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阿蘇に於ける鉛直地電位1頃度 日強化の所謂残差に就て
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阿蘇に於け る鉛直地包{立傾度日11豊イじの所調残差に就て

火口 及び 栃 木に於 け る記象一 例
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はて??¥らば|己|有鉛直地電位盤化の原因は何であるかが問題となる。前報告に於U、て其日

勿論之が全部の原因であ鐙化の原因のーっとして地表面im度の日盤、iヒを考へたので‘ある

ると断言するには資料不充分であるが，相l賞優勢な部分である事は失の穎著な事柄で判断

出来るO 前の三ク所の曲線沿日射の粘から読解すると

Down最大の起るil寺亥1H式全く 不毛の砂地である火口(lのEls*泉〉が長も早く，共で稚

草に掩はれてゐるliff究所構内(3の曲線〉となり，樹木繁茂し7こ栃木銘谷(2の曲線〉が最も

遅い。

附究所構内及栃木銘谷は所謂烏帽子岳第一期熔岩蔓地であって，阿蘇蓄火口内では2) 

最も古い ロームの地で同質の地質である。之に反し火口は組霧なる新生火山次地である。

従って土岐中の操気の民子も前者とは著しく異つてゐるから日盤化の数値に顕著な相違が

あってもよいと忠はれる。

Up長大の起る時差1Jは (1y~ )(3) の順になてゐるが，栃木路谷は両íj に記しすこゃう

に谷の西側に;i什左 900米に近い外輪山がめって研究所構内より早く日がかける事も蛍然で

(24，) ) 

ある。



阿蘇に於ける鉛直地電位傾度日盤整化の所調残差に就て

4)日質化の量も前報告に得てゐる値からみて無理のない数値である。

以上の如き見方からして固有鉛直地電位傾度の日襲化は地表面温度の日型化及び之と位

行的に費化する要素に原因するものであると断言しでもよろしい様である。 Walker 等の

山頂と山麓との地電位差慶化に闘する報告は雨地軸の水平距離が非常に大きい事に難貼を

見出しうるが，固有鉛直地電位傾度の日盤化が相宮大きい量で影響したと解得すると了解

出来ない結果ではあるまいρ

最後に然らば鉛直地電位傾度媛化の観測には如何なる型の方法を採用すべきかの問題

が起る。此聞に劉・しては次の諸鈷を考慮して決定さるべきものと恩ふ。

(1) 井戸式鉛直地電位盤、化にあっては

(A) 一般に焼井戸の深いものそ得難いので電側聞の距離ぞ大になしのなし、。従って推定

鉛直分雪量化の影響著しい。

(B) 雨電械自身のi阻度受化に相異がある事が大きい心配の種である。

(C) 掠し任意の場所に観測貰施が出来るの使がある。

(2) 絡谷式鉛直地'，[1位鐙化にあっては

(A) 一般に電極距離を大にすることが出来るc 従って推定鉛直分控化の影響を少くしう

る。特に電車の leakageによる straycurrentの影響ぞ除去する。

(B) 嗣電極自身のjR度幾化与を同じ傑件におき得る特黙がある。

(C) 然し都合よい場所に遁蛍な谷溝の護見される事はまれであるO

以 tの諸貼を考慮する時は自ら力ー式は決定せられる。固有鉛直地'，ll1i)jl明度の研究には7JJ

論絡谷式の方法に依るべき事を提唱すべきものである。筆者は阿蘇火山活動と鉛直地電位

傾度との相闘の研究に際しては火口内墜を利用して賂谷式の方法を採用してゐる Palmi-

eriの Vesuv叫 s火山に於し、て古砲した地電位獲化の観測は厳密な意味で‘の絡谷式鉛直i也'，:t;:

11'[ fl頃度後化の観測ではないがまづ之に準歩べきものと見なしうるかと思ふ

本報告は野満教授の御懇切なる御指導と日本製術振興曾の援助とに依って遂行されたも

のである。筆者は些に深甚なる謝意与と表する失M-~である υ
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